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報告事項２（1）石巻市における都市再生整備計画について

川沿いエリアでは、河川堤防と水辺を活かした
「かわまちづくり」により賑わいが生まれてきて
おり、その賑わいを「どのようにしてまちなか全
体へ拡大しているか」が課題となっている。

優良なストックを保全・活用しつつ、都市の低コスト化を念頭
に、コンパクトでネットワーク化された都市構造を目指す。

まちづくりの基本理念（全体）

○土地利用の方針

（1）住宅地（都市マスP.73）

◆まちなか住宅地

多様な都市機能を集積し、公共交通等と連携した快適に歩いて暮らせ
る住宅地を形成

（2）商業・業務地（都市マスP.75）

◆まちなか商業・業務地

中心市街地のうち「かわまちエリア」を交流人口の創出拠点と位置
づけ、まちの顔として賑わいを創出し、住民や観光客の交流促進を契
機に活性化を図ります。

（1）まちの拠点（都市マスP.64）

1）都市核拠点

ＪＲ石巻駅周辺を含む既成中心市街地を都市核拠点と位置づけ、
公共交通の結節点としての機能に加え、行政サービス及び商業業務
機能、居住機能など、多様な機能をコンパクトに集積し、さらには
水辺の空気感の中で時を楽しむ・人が集まり交流する、歩いて楽し
いまちとするため、石巻の顔として再活性化を目指します。

■都市計画マスタープランにおける中心市街地の位置づけ

○将来都市構造

中心市街地における課題 都市計画マスタープラン（令和４年４月改定）

課題の解決や将来目標を実現するための取組の一つとして

「石巻かわまちエリア都市再生整備計画（まちなかウォーカブル推進事業）」の実施

資料１



報告事項２（２）都市再生整備計画について
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報告事項２（２）都市再生整備計画について
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都市再生整備計画
（石巻かわまちエリア）

について

令和4年6月29日（水）15:00～

＠かわべい

報告事項２（３）都市再生整備計画（石巻かわまちエリア）における具体的な取組について

～かわまちエリマネ検討会の資料より抜粋～

資料３



中心市街地における現状と課題について

〇震災後のかわまちエリアにおける取組等

・かわまち交流拠点に様々な施設がオープン

いしのまき元気いちば

かわまち立体駐車場・バス駐車場

かわまち交流センター

かわまち交通広場

堤防及び堤防一体空間

・いしのまき元気いちばの年間来場者数

令和３年度１１４万人

・堤防及び堤防一体空間の利活用の推進

かわまちオープンパーク

令和３年度イベント開催数 ２８回（来場者約７，５００人）

キッチンカーの出店

かわまち
立体駐車場・バス駐車場
平成29年11月30日オープン かわまち交流センター

平成30年9月8日オープン

堤防及び堤防一体空間
令和元年8月18日オープン

かわまち交通広場
平成30年10月1日オープン

かわまち
立体駐車場・バス駐車場
平成29年11月30日オープン

かわまち交通広場
平成30年10月1日オープン

かわまち交流センター
平成30年9月8日オープン

堤防及び堤防一体空間
令和元年8月18日オープン

(仮称)かわまち交流広場
令和3年度完成予定

(仮称)かわまち交流広場
令和3年度完成予定
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中心市街地における現状と課題について

〇震災後の中心市街地の状況

・川沿いエリア周辺は歩行者数等が増加し、賑わいが

生まれてきている。

・川沿いエリア以外のエリア（駅前、立町・中央）の

歩行者数等はほぼ横ばいとなっており、賑わいは

あまり変わっていない。

川沿いエリアの賑わいを「どのようにしてまちなか全体へ拡大していくか」

課題

0
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①駅前大通り ②立町大通り

西側

③アイトピア

中央銀座

④いしのまき

元気いちば前

歩行者・自転車通行者数

H25年度 H28年度 R1年度

④

③

②

①
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中心市街地における官民連携のまちづくりについて

〇震災後の中心市街地の課題

川沿いエリアの賑わいを「どのようにしてまちなか全体へ拡大していくか」

〇都市再生推進法人の指定

名 称：（株）街づくりまんぼう

指定日：令和２年５月２９日

業 務：（１）都市再生整備計画の提案

（２）まちづくり活動区域等における

都市利便増進協定の締結・

都市利便増進協定に基づいた

都市利便増進施設の一体的な

整備及び管理

（３）低未利用土地利用促進協定の締結・

低未利用土地における施設の

整備及び管理

課題の対応策
のひとつ

期待できること

・地域のまちづくりの中核的存在

・まちのエリアマネジメントの展開

川沿いエリアの賑わいを

まちなか（立町・中央エリア
及び駅前エリア）へ

石巻駅

市役所

かわまち

交流拠点
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賑わいをまちなか全体へ拡大するための官民連携のまちづくり

所 属

1 （株）元気いしのまき

2 （株）街づくりまんぼう

3 （一社）石巻観光協会

4 石巻商工会議所

5 石巻商工信用組合本店営業部

6 （一社）ISHINOMAKI2.0

7 橋通り会

8 仲町第三親和会

9 網地島ライン

10 松竹

11 自然食食堂さん

12 滝川

13 八幡家

14 とり文

かわまちエリマネ検討会について
役割：かわまち周辺の人の賑わいを街なかへ拡大していく取組、街なかを人が回遊する取組について検討する。

■WG全体会メンバー（令和4年6月時点）■WG組織構成

WG全体会

事業の仕掛け
都市再生整備計画
事業等の活用

所 属

15 春潮楼

16 大町会

17 銀座会

18 東北大学姥浦研究室

事務局

19 復興企画部政策企画課

20 復興企画部SDGs移住定住推進課

21 産業部商工課

22 産業部観光課

23
建設部河川港湾高規格道路
整備推進課

24 建設部都市計画課

25 教育委員会事務局生涯学習課

26 株式会社街づくりまんぼう

必要に応じて
各分野で活躍している方々を巻き込みながら

取組等について検討する
〈分野（案）〉

などマンガ 食 アート 交通アクセス

令和３年度６回開催
・かわまちの現状把握、将来像の共有 計３回
・具体策の洗い出し、整理 計２回
・これまでのまとめ 計１回
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石巻かわまちエリア都市再生整備計画（まちなかウォーカブル推進事業）

〇概要
当該都市再生整備計画区域は、平成23年3月に発生した

東日本大震災により壊滅的な被害を受けた中心市街地内
に位置している。これまで、復旧・復興事業を進めてき
ており、商業・観光の機能を充実させた川沿いエリアに
おいては人の賑わいを取り戻しつつある。川沿いエリア
の賑わいを街なかへ波及させていくため、橋通りのベン
チの整備、歩行者天国化等の社会実験により、安心して
歩くことができ、市民と観光客が交流する空間を創出す
るとともに、石巻駅前のバリアフリー化による利便性の
向上を図り、石巻駅前の賑わい創出と石巻駅前と川沿い
エリア間の人の回遊性を高める。

〇期間
令和４年度から令和６年度

従前値
目標値

（令和6年度）
備考

目標１：歩行者・自転車通行量の増加
歩行者が安心して楽しく歩くことができる歩行者空間の創出

14,835人
（令和2年度）

19,748人 中心市街地活性化基本計画の目
標と同様

目標２：歩行者回遊率の増加
多くの市民が利用できる交流空間（パブリックスペース）の創出

36.1%
（平成30年度）

45% 中心市街地活性化基本計画の目
標と同様

目標３：パブリックスペースで開催されるイベント回数の増加
官民連携による魅力ある滞留空間の創出

11回
（令和2年度）

40回

〇目標
大目標：かわまち交流拠点を起点に歩いて楽しめるウォーカブルな商店街の実現

計画全体

都市再生整備計画の区域

滞在快適性等向上区域

鉄　道

■　基幹事業

□　提案事業

〇　関連事業

凡例
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石巻かわまちエリア都市再生整備計画（まちなかウォーカブル推進事業） R4・5年度

都市再生整備計画の区域

滞在快適性等向上区域

鉄　道

■　基幹事業

□　提案事業

〇　関連事業

凡例

■基幹事業（滞在環境整備事業）
コーディネートの実施
R４-5年度整備内容：ワークショップ等の開催

■基幹事業（高質空間形成施設）
駅前広場の整備（バリアフリー化）
R４-5年度整備内容：整備

Ｒ４.３月時点

〇令和４-５年度実施（予定）事業（事業箇所位置図）

■基幹事業（高質空間形成施設）
ベンチの整備 （橋通り）
R５年度事業内容：整備

7



〇駅前広場の整備（バリアフリー化）

石巻かわまちエリア都市再生整備計画（まちなかウォーカブル推進事業）

【計画概要】

本市の公共交通の拠点となる石巻駅前広
場をバリアフリー化することにより、障害者
の社会参加が促進され、すべての市民が
障害の有無にかかわらず、共に安心して暮
らせる共生のまちづくりの実現に資するも
の

①点・線状ブロックの設置
②バス乗降場所の正着性の向上
③シェルターの設置
④スロープの設置
⑤関連施設整備

R4-5年度基幹事業

④広場切下げによる
スロープの設置

タクシー乗車場所１箇所

②広場拡幅による
バス降車場所の
正着性の向上

①点状・線状
ブロックの設置

②広場切下げによる
バス発車場所の
正着性の向上

③シェルターの設置
バス乗降場所５箇所
タクシー乗車場所１箇所

駅前広場のバス停留所位置の変更に伴い、老朽化している
シェルター及びベンチ等を更新する。
バス停留所等へ点状・線状ブロックを設置する。

駅前広場のバスロータリーでは、三角形に切り込みを入れることにより、
バスの正着性を高めているので、安全に乗り降りすることができます。
※正着性：バスが停留所との間隔を空けずに停車すること。

改修イメージ
石巻駅前広場バスロータリー現況写真

石巻駅前広場バリアフリー化計画イメージ
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〇社会実験

イメージ イメージ

石巻かわまちエリア都市再生整備計画（まちなかウォーカブル推進事業） R4-5年度基幹事業

〇コーディネートの実施

開催時期：5～10月

実施内容：仕掛けの違いによる効果の検証

来街者へのアンケート調査

周辺施設の事業者等へのアンケート調査 等

【仕掛けの例】

・歩行者天国の有無 ・ストリートファニチャー

（ベンチ等）の有無
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＜アンケート調査票＞

アンケート調査を実施した中心市街地におけるイベントについて

５月２２日 ハッピーサンドフェス

７月３０日～３１日 橋通り夜店

８月２８日 トリコローレ音楽祭

今後アンケート調査を実施する予定のイベントについて

１０月８日～９日 まちんなか文化祭（案）


